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消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
影
響
緩

和
を
目
的
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、「
非
課
税
者
で
商
品
券
購

入
引
換
券
交
付
申
請
が
済
ん
で
い
る
方
」

と
「
２
０
１
６
年
４
月
２
日
か
ら
２
０
１

９
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子

様
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
」
で
、
１
枚
５

０
０
円
の
商
品
券
10
枚
１
セ
ッ
ト
（
５
千

円
分
）
を
４
千
円
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
10
枚
単
位
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
、
最
高
50
枚
５
セ
ッ
ト
（
２
・
５

万
円
分
）
を
２
万
円
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
小
谷
村
内
の
郵
便
局

【
販
売
時
間
】
取
扱
郵
便
局
窓
口
営
業
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
持
ち
物
】
商
品
券
購
入
引
換
券
、本
人
確

認
で
き
る
証
明
書
（
代
理
購
入
可
）

　
令
和
元
年
９
月
26
日
（
木
）
か
ら

　
商
品
券
の
使
用
で
き
る
店
舗
は
、
左
表

「
取
扱
登
録
店
舗
一
覧
」の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

　（
８
月
28
日
時
点
）

　
使
用
店
舗
は
今
後
も
随
時
受
付
け
て

い
ま
す
。
追
加
店
舗
は
村
Ｈ
Ｐ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
文
字
放
送
に
て
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
元
年
10
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

◎
本
券
は
、
次
の
も
の
に
は
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

①
不
動
産
や
金
融
商
品
、
商
品
券
や
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど
換
金
性
の
高
い

も
の
、
ま
た
使
用
期
限
が
令
和
２
年
４

月
１
日
以
降
と
な
っ
て
い
る
も
の
。

②
た
ば
こ

③
国
税
、地
方
税
や
使
用
料
な
ど
の
公
租

公
課

④
そ
の
他
村
及
び
各
店
舗
に
て
認
め
な

い
も
の

　
商
品
券
販
売
開
始
日
ま
で
に
対
象
者

へ
商
品
券
購
入
引
換
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　

８
２
‐
２
５
８
１

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
次
の
お
店
で
使
用
で
き
ま
す

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
次
の
お
店
で
使
用
で
き
ま
す

商
品
券
の
販
売
開
始
日

車両の給油のみ使用可。商品券は給油前に
提示をお願いします。

取扱登録店舗一覧 （五十音順） 

※

　令和元年10月1日から３歳から５歳までの保育園・幼稚園などを利用する子どもの利用料が無償化され
ます。１歳から２歳までの住民税非課税世帯の子どもも対象です。

●小谷村保育園を利用する１歳から２歳までの住民税非課税世帯の子どもと、３歳か
ら５歳までの子どもの利用料が無償化されます。

●白馬幼稚園を利用する子どもの保育料は、月額25,700円を上限に無償化されます。
なお、通園送迎費、給食費、行事費などはこれまでどおり、保護者の負担になります。

★子どもが２人以上の世帯の負担軽減の観点から、現行の制度を継続し、同一世帯で２人以上が同時保育
の場合、１歳から２歳までの第２子は半額、第３子以降は無償とします。

お問い合わせ 小谷村保育園　 ８２‐２１７０　　小谷村教育委員会　 ８２‐３９８１

保育園・幼稚園の利用料が無償化されます10月1日から

№ 店　　　　　　　　名 
1 池 原 屋 米 穀 店
2 石 川 商 店
3 ‘Ｓ’ウェルネスクラブ小谷 
4 近 江 金 物 店
5 小 谷 観 光 タ ク シ ー
6 キ タ ム ラ 時 計 店
7 ク リ ー ニ ン グ 姫 川 舎  
8 サ ン テ イ ン お た り 
9 Ｊ Ａ 大 北 お た り 支 所  
10 大 北 農 協 小 谷 ス タ ン ド  
11 トータ ル タ タ ミ サービ ス  
12 中 田 石 油 
13 パ ン 香 房  一 輪 の 華  
14 道 の 駅 小 谷 
15 ロ ー ソ ン 小 谷 店

※ 

※

制
度
の
概
要

商
品
券
の
販
売
場
所

商
品
券
の
使
用
期
間

今
後
の
予
定

商
品
券
を
使
用
で
き
る
店
舗
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下
里
瀬
地
区
で
は
今
年
、
地
区

全
体
を
囲
む
よ
う
に
電
気
柵
を
設

置
し
た
。
同
地
区
で
は
以
前
か
ら

サ
ル
や
シ
カ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に

よ
り
野
菜
や
水
稲
を
食
べ
ら
れ
て

し
ま
う
と
い
う
食
害
に
遭
っ
て
き

た
。
そ
の
都
度
、
個
々
に
電
気
柵
を

張
っ
て
防
除
を
お
こ
な
っ
て
は
い

た
が
、
高
い
コ
ス
ト
が
掛
か
る
こ

と
や
電
気
柵
を
設
置
し
て
い
な
い

農
地
が
集
中
的
な
被
害
に
遭
う

為
、
地
区
全
体
を
囲
む
こ
と
と

な
っ
た
。

　
今
回
の
下
里
瀬
地
区
の
よ
う
に

一
団
の
農
地
を
電
気
柵
な
ど
で
防

除
す
る
場
合
、
設
置
費
に
対
し
て

高
い
補
助
率
で
村
補
助
を
受
け
ら

れ
る
。
そ
れ
が
後
押
し
と
な
り
地

区
全
体
で
電
気
柵
を
設
置
し
よ
う

と
い
う
流
れ
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
課
題
は
多
か
っ
た
。
今

回
の
よ
う
な
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

電
気
柵
を
設
置
す
る
と
い
う

事
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

起
伏
が
激
し
い
農
地
に
サ
ル

対
策
用
の
７
段
張
り
の
電
気

柵
を
張
る
、
現
地
を
実
際
に
歩

き
な
が
ら
、
柵
を
張
る
ル
ー
ト

を
考
え
る
の
に
３
日
が
掛
か

り
、
そ
れ
を
基
に
資
材
の
購
入

量
を
決
定
す
る
。
ま
た
設
置
前

に
は
草
刈
と
支
障
木
の
伐
採

を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
各
自
、
時
間
を
見
つ
け
て

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

　
そ
し
て
、
電
気
柵
設
置
当

日
、
全
体
で
二
十
名
程
住
民
の

方
が
集
ま
り
作
業
を
行
っ
た
。

▼

起
伏
が
激
し
い
箇
所
も
杭
の
間
隔
を
微
調
整
し
設
置
し
て
い
く
。

設置時には多くの住民の方が作業に参加した。

▼

メーカーにより設置方法の説明を受けている。
３班に分かれ、それぞれ作業を進めていく。

▼

今
ま
で
電
気
柵

を
張
っ
た
経
験

が
無
い
方
が
大

半
を
占
め
る
為
、

Ｊ
Ａ
や
電
気
柵

メ
ー
カ
ー
に
よ
る

設
置
方
法
の
講
習

か
ら
始
ま
っ
た
。

設
置
に
は
計
４
日

が
掛
か
っ
た
。

　
ま
た
、
冬
に
は

雪
が
積
も
る
た

め
、
電
気
柵
を
撤

去
す
る
予
定
。
こ

れ
だ
け
の
広
範
囲

の
為
撤
去
に
も
大

き
な
負
担
が
掛
か

る
が
地
区
全
体
の
取
組
み
の
為
、

一
人
で
作
業
す
る
よ
り
時
間
が
少

な
く
、
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担
は

少
な
い
。
実
際
に
「
一
人
で
対
策
す

る
よ
り
作
業
の
負
担
が
少
な
い
。

集
落
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
は

大
切
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
大
き
な
労
力
を
掛
け
て
設
置
し

た
為
、
住
民
の
方
の
熱
量
も
非
常

に
高
い
。
設
置
し
て
か
ら
半
月

経
っ
た
今
も
草
刈
な
ど
の
管
理
を

徹
底
さ
れ
て
お
り
非
常
に
美
し
い

一
団
の
農
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
も
今
回
の
よ
う
な
、

地
区
全
体
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

い
う
想
い
を
持
っ
て
い
る
農
家
の

皆
様
を
引
き
続
き
応
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
電
気
柵

の
補
助
に
は
通
常

％
～

％
の

補
助
を
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
負

担
を
減
ら
す
た
め
、
隣
り
合
っ
た

農
地
は
個
人
で
は
く
、
ま
と
め
て

囲
む
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
役
場
農
林
係
（

８
２
‐

２
５
８
８
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 50

80
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今
月
は
公
営
お
た
り
塾
塾
長
の
奥
原
と
英
語
教
育
支
援
担
当
の
ジ
ャ
ン

か
ら
「
公
営
お
た
り
塾
・
学
校
園
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

①
小
谷
村
保
育
園
で
の
英
会
話
教

①
学
校
園
の
教
育
活
動
の
一
助

室
や
、
小
谷
小
学
校
の
英
語
・
算

し
て
学
習
支
援
・
活
動
支
援
と

数
・
習
字
の
学
習
支
援
活
動
。

を

（
主
に
、
ジ
ャ
ン
先
生
が
英
語
・

奥
原
が
習
字
と
算
数
の
授
業
支

援
）
ま
た
、
中
学
校
よ
り
堀
内
花

子
先
生
に
も
英
語
等
の
お
手
伝

い
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
小
谷
小
学
校
の
英
語
力
の
向
上

（
外
部
か
ら
外
国
人
講
師
や
英
語

塾
の
岸
田
太
陽
先
生
に
協
力

て
頂
い
て
実
施
）

し

③
公
営
お
た
り
塾
に
て
、
中
学
生
と

高
校
生
に
英
語
・
数
学
・
理
科

（
高
校
生
は
化
学
・
物
理
・
地

学
）
の
学
力
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。

④
小
学
校
の
「
小
谷
っ
子
タ
イ
ム
」、

中
学
校
の
「
小
谷
学
」
の
お
手
伝

地
域
支
援
団
体

い
。

の
取
り
ま
と

め
や
支
援
団
体
会
の
開
催
。

行
う
こ
と
で
先
生
方
の
お
手
伝

い
を
行
え
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

②
「
公
営
お
た
り
塾
」
の
実
施
は
、

小
谷
村
に
は
大
き
な
塾
や
家
庭

教
師
等
を
実
施
す
る
団
体
や
個

人
が
無
い
中
、
学
習
を
よ
り
深
め

よ
う
と
す
れ
ば
、
遠
く
大
町
・
穂

高
・
松
本
・
長
野
ま
で
交
通
費
、

学
習
費
用
等
を
掛
け
て
学
び
の

場
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
現
状
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
目
的

で
、
英
語
・
数
学
・
理

科
を
中
心
に
公
営
塾
を

開
設
し
た
。

　
　
受
講
費
用
も
破
格
で

英
語
・
理
数
を
合
わ
せ

て
学
習
し
て
も
月
額
三

〇
〇
〇
円
程
度
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

③
現
在
の
塾
生
は
、中
学
生

と
高
校
生
が
中
心
で
あ

る
が
、
中
学
生
は
全
校

生
徒
の
過
半
数
を
超
え

る
三
〇
人
以
上
が
学
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。
高
校

生
も
三
年
生
か
ら
一
年

生
ま
で
約
一
〇
名
が
在

籍
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望

①
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

特
色
あ
る
小
谷

の

な
ら
で
は
の
き

め
細
か
な
教
育
活
動
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
こ
と
が
、
一
〇
年

先
、
二
〇
年
、
三
〇
年
先
の
小
谷

村
の
明
日
を
担
う
若
者
を
育
て

る
こ
と
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

②
中
学
生
・
高
校
生
を
中
心

「
公
営

の
学
に
し

た

お
た
り
塾
」

び
の

支
援
で
は
、
困
り
感
を
中
学
校

先
生
方
と
の
協
力
体
制

の

軽
減

に
、「
分に
よ
り

た
」、「す
る
と
共

か
っ

で
き
た
」
と
の
思
い
を
一

つ
で
も
多
く
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
生
徒
が
、「
お
た
り
塾
」に
通

い
増

③
「
公
営え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

お
た
り
塾
」
に
つ
い
て

は
、「
土
曜
日
・
日
曜
日
に
も
開

催
し
て
ほ
し
い
」
と
の
保
護
者
、

生
徒
の
声
も
多
く
、
次
年
度
に
向

け
土
日
を
学
習
日
と
す
る
こ
と

や
、「
ど
ん
な
学
習
が
学
力
の
定

着
や
向
上
に
つ
な
が
る
か
を
教

え
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
多
い
こ

と
か
ら
「
学
習
相
談
の
日
」
を
開

催
す
る
こ
と
も
話
題
に
上
っ
て

　（い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
つ

で
も
お
電
話
を
頂
け
れ
ば
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ご
遠
慮
な
く
ご
一

報
く
だ
さ
い
。）

　

小
谷
村
役
場
　
特
産
推
進
室

８
２
‐
２
５
８
９

メ
ン
バ
ー
の
想
い

【
奥
原
　
嘉
徳
の
想
い
】

　
小
谷
村
に
夫
婦
揃
っ
て
お
世
話

に
な
り
四
年
目

は
、
皆

に
な
り
ま
す
。
私

さ
ん
に
「
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

あ
ま
り
勉
強
の
で
き
る
生
徒
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
高
校
生
の
頃
「
将
来
は
先
生
に
な

り
た
い
」
と
言
っ
た
ら
笑
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
悔
し
く
て
、
自
学
自
習

を
始
め
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
出
会
っ

た
お
二
人
の
先
生
の
助
言
に
救

れ
現
在
に
至

わ

っ
て
い
ま
す
。
後
、
何

年
、
頑
張
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
そ
の
恩
返
し
が
小
谷
村
で
出

た
ら
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い来
ま
す
。

広報おたり　令和元年９月号 (4)



【マーフィー・アンネット・ジャンの想い】

　I'm Antonette Jan Murphy I came from The Philippines in an island called Negros Occidental and in 

City called Bacolod. I'm a kyouryokutai of Otari Village Office and my main job is to teach English at 

Primary and Kindergarten School. It's a bit challenging yet exciting and full of fun to teach English 

with the kids. During my vacant time I also assist 1st graders in their other subjects like Math, 

Japanese, and Physical Education. For me my work is very interesting since I have the chance to help 

students speak English and at the same time, I also 

gain a lot of meaningful experiences in my Job.

　私はマーフィー・アントネット・ジャンです。フィリ

ピンのネグロス・オクシデンタル島のバコロド市から

来ました。小谷村の地域おこし協力隊員として、小学校

と幼稚園で英語を教えています。

　私にとっては挑戦の毎日ですが、子供たちに英語を

教えるのはとてもやりがいがあり、とても楽しく、おも

しろいです。 

　また、英語を教えていない時間には、1年生の算数、

国語、体育など、英語以外の科目の支援をしています。

　子供たちの英会話を支援できたり、有意義な経験を

たくさんできたりと、私にとってとても意義のある仕

事と感じています。

　
秋
は「
も
う
庭
は
お
し
ま
い
…
」と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
！
実
は
、
来
年
の
春
か
ら
を
素
敵
な
お
庭

で
迎
え
る
た
め
の
大
事
な
次
期
な
の
で
す
。

　
今
回
は
、秋
が
適
期
の「
雪
国
宿
根
草
ガ
ー

デ
ン
式
　
土
の
手
入
れ
」に
つ
い
て
、講
師
が

長
年
小
谷
で
培
っ
て
き
た
技
を
教
わ
り
ま

す
。ま
た
、春
一
番
に
雪
ど
け
の
庭
で
咲
く
小

球
根
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
一
年
庭
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
き
た

方
、
来
年
新
た
に
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
第
３
回

 

「
来
年
の
庭
を
輝
か
せ
る
　
秋
の

と
っ
て
お
き
作
業
」

日
　
時
　

　
10
月
９
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

　

場
　
所

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
星
の
家
（
白
馬
乗
鞍
地
区
）

講
　
師
　
清
　
継
恵
さ
ん

参
加
費
　
５
０
０
円

（
資
料
代
、
お
茶
菓
子
代
、
講
師
が
お
す
す
め

す
る
小
球
根
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
）

　

持
ち
物

定
　
員

筆
記
用
具
、
外
で
見
学
す
る
た
め
の
天
候

に
合
わ
せ
た
服
装

　
13
名
　
※
小
雨
決
行

申
込
・
お
問
合
せ
　

　
小
谷
村
役
場
　
特
産
推
進
室

　

８
２
‐
２
５
８
９

　

m
z2

0
1
5
1
1
0
4
@

g
m

a
il.com

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
担
当

分

：

水
野
）

(5) 広報おたり　令和元年９月号



 

●令和２年８月以降、70歳以上の方に交付される被保険者証兼高齢受給者証は、前年度の所得に
基づいて毎年８月１日に更新します。

●それに併せて、70歳未満の方を含むすべての被保険者の方の被保険者証の一斉更新が８月１
日に変更になります。（これまでは毎年10月１日。）

➡上記のような理由から、今回お送りした新しい被保険者証より、証の有効期限が７月31日に変
わりました。

お問い合わせ：役場福祉係　 82 - 2582

今回お送りした新しい被保険者証から、
証の有効期限が７月31日に変わりました。

　令和２年８月から、70歳以上の被保険者の方々に交付されている高齢受給者証と
被保険者証が一枚（被保険者証兼高齢受給者証）となり、一斉更新が８月１日となる
ためです。

＜参考＞　令和２年８月からの被保険者証兼高齢受給者証について

令和２年（来年）８月～

・被保険者証と高齢受給者証が一体（被保険者証兼高齢受給者証）となり、１枚の証で医療機関
を受診できるようになります。

高齢受給者証を忘れる
⼼配も無くなって便利！

長野県市町村国民健康保険被保険者の皆さまへ長野県市町村国民健康保険被保険者の皆さまへ

長
野
県
技
術
専
門
校

２
０
２
０
年
度

訓
練
生
募
集
！

　
県
下
６
校
の
技
術
専
門
校
で
は

２
０
２
０
年
度
入
校
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

・
普
通
課
程

　
推
薦
入
校
　

　
　
　
　
　
　

　
一
般
入
校
　

　
　
　
　
　
　

・
短
期
課
程
　

　
　
　
　
　
　
２
月
７
日（
金
）

■
入
校
選
考

・
普
通
課
程

　
推
薦
入
校
　

　
一
般
入
校
　

・
短
期
課
程
　
２
月

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
産

業
労
働
部
人
材
育
成
課
（

０
２

６
‐
２
３
５
‐
７
１
９
９
）
に
ご

連
絡
い
た
だ
く
か
、
長
野
県
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.p

ref.n
a
g
a
n
o. 

lg
.jp

/ 

広報おたり　令和元年９月号 (6)

20

12 11 11 10 1012 10
月
１
日
（
火
）
～

（
木
）

（
火
）
～

（
木
）

～

月
17
日

月
５
日

月
21
日

月
９
日
（
月
）

月
28
日
（
月
）

月
２
日
（
月
）

日
（
木
）



 
  

14
日
（
月
・
祝
）　

住
所
、
電
話
番
号
、
体
験
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
学
年
、

身
長
、
希
望
す
る
便
を
記
載
し
、

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
方
法
　
面
接

（
面
接
時
に
履
歴
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

　
ま
ず
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　

　
令
和
元
年
９
月
２
日
（
月
）
～

　
令
和
２
年
９
月

■
お
問
い
合
わ
せ
先

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

長
野
支
社
総
務
部
人
事
課

勤
務
時
間
の
変
更
あ
り
。

■
給
与
　
９
，
６
０
０
円
／
日

（
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
勤
務

し
た
場
合
や
深
夜
帯
に
勤
務
し

た
場
合
等
は
、
当
社
規
定
に
よ

り
別
途
支
給
し
ま
す
。）

■
雇
用
期
間
　

■
内
容
　
大
糸
線
の
車
内
で
車
掌

体
験
を
し
ま
す
。
車
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
、
制
服
で
記
念
撮
影
、
乗
車

記
念
証
の
配
布
（
予
定
）

■
運
行
便

25
日
（
水
）

■
申
込
期
限
　
９
月

　
冬
期
中
の
駅
の
除
雪
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
勤
務
内
容
　
駅
構
内
全
般
の
除

雪
を
行
っ
て
頂
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　
健
康
で
や
る
気
の
あ
る
方
。

■
勤
務
地
　
南
小
谷
駅

■
勤
務
時
間

　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
15

分
（
休
憩
１
時
間
）

※
降
雪
量
に
よ
り
超
過
勤
務
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
12
月
15
日
（
日
）
～

　
令
和
２
年
３
月
15
日
（
日
）

■
募
集
人
員
　
１
名

（
人
数
に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ

て
頂
き
ま
す
。）

　（
土
日
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　

■
定
員
　
親
子
２
人
１
組
　
12
組

（
各
便
３
組
ず
つ
）

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
先

大
糸
線
活
性
化
協
議
会
事
務
局

（
糸
魚
川
市
建
設
課
計
画
交
通
係
）

０
２
５
‐
５
５
２
‐
１
５
１
１

０
２
５
‐
５
５
２
‐
８
４
７
７

k
eik

a
k
u
@

city
.itoig

a
w

a
.lg

.jp
 

① 糸魚川駅 発
10：30

南小谷駅 着
11：34 

② 南小谷駅 発
12：00

糸魚川駅 着
12：57 

③ 糸魚川駅 発
13：13

南小谷駅 着
14：15 

④ 南小谷駅 発
14：43

糸魚川駅 着
15：45

　「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

と
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」

が
、
９
月
24
日
（
火
）
か
ら
全
国
で

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
２
４
０

億
円
・
８
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
発
売

０
２
６
‐
２
２
４
‐
５
３
０
２

　

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
長
野
県

の
販
売
実
績
に
よ
り
配
分
さ
れ
ま

す
の
で
、
長
野
県
内
の
宝
く
じ
売

り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

　
糸
魚
川
市
・
小
谷
村
・
白
馬

村
・
大
町
市
在
住

■
申
込
方
法

　「

２
種
類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。

●
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５

億
円
！

１
等
　
　
　
３
億
円
×
８
本

前
後
賞
各
　
１
億
円
×

本

●
同
時
発
売
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
は
、
１
等
・
前
後
賞
合

わ
せ
て
３
，
０
０
０
万
円
！

１
等
　
２
，
０
０
０
万
円
×

前
後
賞
各
　
５
０
０
万
円
×
32 16

本本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
１
２
０

億
円
・
４
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

発
売
期
間
　
９
月

　
　
　
　
　

抽

選

日
　

支
払
開
始
日
　
11 10 10

こ
ど
も
車
掌
体
験
参
加
希
望
」

と
明
記
の
う
え
、
保
護
者
氏
名
、

■
開
催
日
　

鉄
道
の
日

10
月

16

30
日
（
月
）

担
当
者

は

と
う

：

羽
藤

月月
30 18 24

日
（
火
）
か
ら

日
（
金
）
ま
で

日
（
水
）

月
５
日
（
火
）

(7) 広報おたり　令和元年９月号 



　【
表
１
】

成

は
平
成

30
度
の
高
い
１
６
０

20が
、
そ
れ
以
降
増
減
を
繰
り
返
し
、

平
成
30

成
25

90 ら
れ
て
い
な
い
（
薬
を
内
服
し
て

で
す
。

い
な
い
）
方
の
割
合

80

【表１】 ＬＤＬ－Ｃの年次比較 （Ｈ20～30年度  小谷村特定健診結果より）

正　　常 保健指導判定値 受診勧奨判定値 再　　掲

120未満 120～139 140～159 160～179 180以上 160以上

うち治療なしの者
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

人数 割合

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
Ｌ
Ｄ
Ｌ

に
つ
い
て
で
す
。

（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
　
小
谷
村
の
実
態
』

て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
表
で
も
う
１
点
注
目

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
Ｌ
Ｄ

小
谷
村
の
実
態
は
？

20
年
度
か
ら
平

年
度
ま
で
の
小
谷
村
国
保
特

定
健
診
に
お
け
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
有
所
見
率
等

の
年
次
推
移
に
な
り
ま
す
。

　
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
の
診
断
基
準
は
１
４
０
mg

dl
／

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
重
症

mg

dl
／

以
上
の

推
移
を
み
て
い
た
だ
く
と
、
平
成

年
度
以
降
５
年
間
程
は
そ
の
割

合
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

年
度
で
は
過
去
11
年
間
で

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
１
６
０

／
mg

dl
以
上
の
方
の
う
ち
治
療
を
受
け～

％
の
方
が
治
療
を
受
け
ら
れ
て

こ
の
背
景
に
は

い
ま
せ
ん

症
状
が
な
い
か
ら
』『
薬
は
飲
み
た

く
な
い
か
ら
』『
食
事
や
運
動
で
頑

張
り
た
い
』
と
い
っ
た
も
の
が
考

。

『
自
覚

一
番
高
い
割
合
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
村
の
健
康
増
進
計
画
（
ま

め
っ
て
お
た
り
２
１
）
第
二
次

無
』
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に

○
が
つ
い
て
い
る
方
は
内
服

治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
に
な

り
ま
す
。

　
見
て
も
ら
う
と
『
治
療
有

無
』
に
○
が
つ
い
て
い
る
人

（
内
服
治
療
を
開
始
さ
れ
た

方
）
は
数
値
が
下
が
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一

方
で
、
○
が
つ
い
て
い
な
い

方
は
ず
っ
と
高
い
値
が
続
い

て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
な
か
に
は
⑱
の
方
の

よ
う
に
、
食
生
活
等
を
見
直

し
て
自
力
で
数
値
が
改
善
さ

れ
た
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
件
数
と
し
て
は
非
常
に

少
な
く
、
こ
の
よ
う
な
結
果

が
得
ら
れ
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
こ
と
が
想
像
で
き
ま

す
。そ

も
そ
も
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
と
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
役
割

と
し
て
は
、
①
「
全
身
の
細
胞

膜
の
材
料
に
な
る
」
、
②
「
ホ

ル
モ
ン
（
男
性
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
、
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

な
ど
）
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
材

料
と
な
る
」、
③
「
胆
汁
酸
の

材
料
と
な
り
、
食
事
の
脂
質

え
ら
れ
ま
す
。

　【
表
２
】

自
力
で
ど
れ
く
ら
い

下
げ
ら
れ
る
…
？25

は
平
成

年
度
に
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
１
６
０
mg

（
平

／
dl
以
上
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
そ

年
度
策
定
）
で
は

の
後
も
複
数
年
村
の
健
診
を
受
け

ら
れ
状
況
を
追
え
た
方
の
抜
粋
と

な
っ
て
い
ま
す
（
実
際
に
小
谷
村

に
お
ら
れ
る
方
の
数
値
で
す
）。
各

年
度
の
数
値
の
左
側
に
『
治
療
有

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

mg

dl

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
１
６
０

／

以

上
の
者
の
割
合
の
目
標
値
を
５
・

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
目
標

０
％

に
は
遠
く
及
ば
な
い
結
果
と
な
っ

Ｌ
Ｄ
Ｌ
ー
Ｃ

測
　
定
　
者

年度 A B B/A C C/A D D/A E E/A F F/A E＋F (E＋F)/A G G/(E＋F) 

H20 489 218 44.6% 129 26.4% 84 17.2% 43 8.8% 15 3.1% 58 11.9% 49 84.5% 

H21 447 217 48.5% 119 26.6% 67 15.0% 27 6.0% 17 3.8% 44 9.8% 39 88.6% 

H22 466 258 55.4% 125 26.8% 50 10.7% 18 3.9% 15 3.2% 33 7.1% 32 97.0% 

H23 492 244 49.6% 139 28.3% 77 15.7% 26 5.3% 6 1.2% 32 6.5% 30 93.8% 

H24 515 301 58.4% 120 23.3% 63 12.2% 18 3.5% 13 2.5% 31 6.0% 28 90.3% 

H25 478 257 53.8% 120 25.1% 66 13.8% 20 4.2% 15 3.1% 35 7.3% 32 91.4% 

H26 428 224 52.3% 114 26.6% 58 13.6% 23 5.4% 9 2.1% 32 7.5% 28 87.5% 

H27 427 229 53.6% 113 26.5% 58 13.6% 17 4.0% 10 2.3% 27 6.3% 21 77.8% 

H28 409 216 52.8% 99 24.2% 55 13.4% 26 6.4% 13 3.2% 39 9.5% 37 94.9% 

H29 376 192 51.1% 103 27.4% 55 14.6% 16 4.3% 10 2.7% 26 6.9% 24 92.3% 

H30 357 165 46.2% 98 27.5% 46 12.9% 32 9.0% 16 4.5% 48 13.4% 42 87.5%

広報おたり　令和元年９月号 (8)

??



 や
ビ
タ
ミ
ン
の
吸
収
を
手
助
け
す

る
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
生
命
の
維
持
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
生
命
の

維
持
に
必
要
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
血
液
に
よ
っ
て
肝
臓
か
ら
末
梢

の
組
織
に
運
ん
で
い
る
の
が
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
す
が
、
多

す
ぎ
る
と
血
管
の
壁
に
入
り
こ

み
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
一

番
の
担
い
手
に
な
る
た
め
、
悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

上
が
る
要
因
と
そ
の
リ
ス
ク

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
そ
の

‐

％
が
糖
質
や
脂
肪
酸
を
材
料

に
肝
臓
で
作
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
食

事
と
し
て
摂
取
し
た
コ
レ
ス
テ

80

70 

【表２】 ＬＤＬコレステロール評価表 （Ｈ25年度基準）

名前

健診データ　LDLコレステロール

治療
有無 H25 治療

有無 H26 治療
有無 H27 治療

有無 H28 治療
有無 H29 治療

有無 H30 

① 202 172 182 169 215 

② 198 183 188 187 187 ○  96  

③ 196 ○ 215 ○ 114 

④ 193 160 175 182 168 179 

⑤ 192 ○ 113 ○ 116 ○ 123 ○ 126 

⑥  ○  191 ○ 112 ○ 109 ○ 110 ○ 110 ○ 99 

⑦ 190 179 167 204 197 233 

⑧ 186 161 162 208 207 

⑨ 181 168 169 167 146 157 

⑩ 177 180 179 177 ○ 121 ○ 131 

⑪ 176 193 ○ 134 ○ 98 ○ 101 ○ 110 

⑫ 173 156 164 183 166 155 

⑬ 173 179 187 161 

⑭ 169 157 ○ 162 ○ 107 ○ 108 ○ 98 

⑮ 168 132 145 141 155 

⑯ 167 180 192 190 169 194 

⑰ 167 162 159 

⑱ 165 165 153 166 148 127 

⑲ 163 135 147 

⑳ 160 ○ 110 ○ 118 ○ 110 ○ 101 ○ 147

ロ
ー
ル
は
小
腸
で
吸
収
さ
れ
、
全

体
の

‐

％
を
占
め
て
い
ま

す
。
健
常
な
人
で
は
、
か
ら
だ
全
体

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
量
は
、
肝

臓
で
作
ら
れ
る
量
、
小
腸
か
ら
吸

収
さ
れ
る
量
、
か
ら
だ
の
中
で
利

用
さ
れ
る
量
、
そ
し
て
か
ら
だ
の

外
に
排
泄
さ
れ
る
量
の
バ
ラ
ン
ス

が
適
切
に
と
ら
れ
て
い
て
、
一
定

に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
節
の
仕
組
み
が
う

ま
く
い
か
な
く
な
っ
て
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
と
、
脂
質
異
常
症
が
お

こ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
肝
臓
で
の

合
成
が
増
え
る
、
食
事
か
ら
の
脂

質
摂
取
が
増
え
る
、
ホ
ル
モ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
が
変
わ
る
、
あ
る
い
は

遺
伝
な
ど
の
影
響
で
抹
消
の
組
織

で
上
手
く
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
取

り
込
め
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
血

液
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高

い
状
態
が
続
く
と
、
動
脈
硬
化
を

起
こ
し
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳

梗
塞
等
を
発
症
し
や
す
く
な
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
は
自
覚
症
状
が
な
く
突

然
発
症
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

20 

30
住
民
福
祉
課
福
祉
係

８
２
‐
２
５
８
２

高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
か
ら
重
度
の
病
気
を

予
防
す
る
た
め
に
…

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

げ
る
た
め
に
最
初
に
行
う
こ
と
は

食
事
療
法
や
運
動
療
法
な
ど
の
生

活
習
慣
の
見
直
し
で
す
。
そ
れ
で

も
下
げ
き
れ
な
い
場
合
に
薬
物
療

法
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　
前
の
表
に
記
し
ま
し
た
が
、
小

谷
村
で
は
食
事
療
法
等
頑
張
ら
れ

て
も
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
結
果

を
得
ら
れ
て
い
な
い
現
状
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
下
げ
ら
れ
な
い
原
因
の

１
つ
に
遺
伝
的
要
因
も
あ
り
、
そ

の
場
合
い
く
ら
生
活
習
慣
を
見
直

し
て
も
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
下
げ
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
重

度
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い

状
態
が
続
い
て
い
る
場
合
（
生
活

習
慣
等
見
直
し
て
も
な
か
な
か
改

善
が
み
ら
れ
な
い
場
合
）
に
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
な
ど
に
相
談
を

す
る
こ
と
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て

薬
の
内
服
に
つ
い
て
も
検
討
を
す

る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
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高齢者インフルエンザ予防接種（助成）のお知らせ
(２) (１)

接
種
日
現
在

接
種
日
現
在

　　 　
今
年
も
村
で
は
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
高
齢
者

を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
予
防
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
り
に
く
く
し
た
り
、
重
症
化
を
防
ぐ
目
的
で
行

い
ま
す
。

■
対
象
者
　
村
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

ま
た
は

(１)

(２)

に
該
当
し
、
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方

60 65
歳
以
上
の
方

～
64
歳
の
方
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
障
害
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方

■
期
間
　
令
和
元
年
10
月
１
日
　（
火
）
か
ら

　
　
　
　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

宝くじ助成金により消防団活動備品を購入整備しました
　
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興
協

会
が
実
施
し
て
い
る
市
町
村
振
興
く
じ

（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
を
財
源
と
し

て
い
る
、
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活
用
し

消
防
団
活
動
備
品
を
購
入
整
備
し
ま
し

た
。
小
谷
村
消
防
団
に
配
備
し
火
災
現
場

等
に
お
け
る
団
員
の
安
全
確
保
に
役
立
て

て
ま
い
り
ま
す
。

カバー付き消防団用安全長靴 200足シコロ付き消防団用防火ヘルメット 10個

購
入
整
備
備
品

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
費
用
　
１
，
２
０
０
円

　
　
　（
１
，
２
０
０
円
で
受
け
ら
れ
る
の
は
１
回
の
み)

　
　
　
※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
無
料

■
実
施
場
所
　
大
北
管
内
の
医
療
機
関

　
　
　（
事
前
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い)

■
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　

　
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
仕
組
み
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、「
自

助
」

「
互
助
」

「
共
助
」

「
公

助
」
の
順
に
取
り
組
む
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
「
共

助
」
は
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
支
え
で
あ
り
、
村
内
で
は
地
域

の
関
わ
り
の
中
で
の
お
茶
会
や
助

け
合
い
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
共
助
」
と
し
て
以
前
か

ら
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
教
室

を
開
催
さ
れ
て
い
る
松
下
恵
子
さ

ん
の
「
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
を
紹
介

し
ま
す
！

は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

場
所：

サ
ン
テ
イ
ン
お
た
り
ホ
ー
ル

開
催
日：

月
１
回
（
主
に
月
の
後

半
の
火
曜
日
）
体
操

（
＊
も
う
一
回
は
「
手
芸
の
会
」

を
サ
ン
テ
イ
ン
お
た
り
で
行
っ

て
い
ま
す
。）

講
師：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
學
塾
　

　
近
藤
明
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

介
護
士

内
容：

ス
ト
レ
ッ
チ
・
体
操
・
筋
肉

を
丈
夫
に
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
リ
ズ
ム
体
操
・
ゲ
ー
ム
等

参
加
料：

１
回
６
０
０
円

（
講
師
料

用
料

：

５
０
０
円
、
会
場
使

：

１
０
０
円
）

　
60
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
の
方

８
２
‐
２
５
８
２

主な医療機関の連絡先

小 谷 村 国 保 診 療 所 ℡８２－２０４４

が
年
齢
を
超
え
て
参
加
さ
れ
身
体

を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
て
い
る
人
の
声：

「
体

操
も
楽
し
み
だ
け
ど
み
ん
な
に
会

え
る
の
が
楽
し
い
」「
サ
ン
テ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
階
段
の

上
り
下
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
と
体
操
の
効
果
を
実
感

さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

８
２
‐
３
１
３
５

神 城 醫 院 ℡７５－７０５０

栗 田 医 院 ℡７２－２４２８

白 馬 診 療 所 ℡７５－４１２３

しんたにクリニック ℡７５－４１７７

横 沢 医 院 ℡７２－２００８

市 立 大 町 総 合 病 院 ℡２２－０４１５

北アルプス医療センター ℡６２－３１６６あ づ み 病 院
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巻
10

な
る
見
込
み
で
、

指
定
ご
み
袋
販
売
価
格
の
値
上
げ
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

任
命
に
つ
い
て
、
村
議
会
７
月
臨

時
議
会
で
の
同
意
を
得
て
、
太
田

久
吉
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
元
年
８
月
８
日
か
ら

令
和
５
年
８
月
７
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

　
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
平
林

哲
夫
さ
ん
に
は
２
期
８
年
間
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
　
総
務
学
校
係

８
２
‐
３
９
８
１

■
第
６
回
の
開
会
予
定

９
月
20
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

８
２
‐
２
５
８
８

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
度

教
育
委
員
の
任
命

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
指
定
ご

み
袋
の
販
売
価
格
が
値
上
が
り
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
袋
の
製

造
及
び
流
通
に
お
け
る
、
原
材
料

費
や
人
件
費
の
上
昇
等
の
影
響
に

よ
り
、
卸
売
業
者
か
ら
販
売
店
へ

の
卸
売
価
格
が
上
が
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
販
売
価
格
の
値
上
が
り
は
、
１

枚
で
数
円
～
数
十
円
程
度
と

月
１
日
以
降

に
卸
売
業
者
か
ら
販
売
店
へ
出
荷

さ
れ
た
分
よ
り
値
上
が
り
と
な
り

ま
す
。
袋
の
種
類
や
販
売
店
に

　
公
共
の
電
波
を
正
し
く
使
用
す

る
た
め
に
、
電
波
法
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

「
不
法
無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る

不
法
な
電
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
受
信
障
害
や
消
防
・
救
急

や
航
空
な
ど
重
要
な
無
線
通
信
へ

の
混
信
・
妨
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ

よ
っ
て
値
上
げ
幅
や
時
期
が
異
な

る
た
め
、
詳
し
く
は
各
販
売
店
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
袋
に
付
帯
す
る
広

域
連
合
収
入
証
紙
の
金
額
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
と
も
ご
み
処
理
行
政
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
総
務
課

エ
コ
パ
ー
ク
管
理
係

８
５
‐
５
３
１
１

10

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル流

通
し
て
い

ま
す
。
こ
れ

ら
は
比
較
的

技適マーク

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
９
月
25
日
に
振
替
え
ま
す

の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

25
日
の
定
期
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
10
月
10
日
に
再
振

替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９
　

月

今
月
の
納
税

税

目

国
民
健
康
保
険
税

期

別

４
期

納
期
限

９
月
30
日
（
月
）

税

目

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

期

別

３
期

納
期
限

９
月
30
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

★
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及
び
違

法
な
無
線
設
備
の
情
報
に
関
す
る

こ
と
【
監
視
調
査
課
】

０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
７
６

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信

障
害
に
関
す
る
こ
と
【
受
信
障
害
対

策
官
】

０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
９
１

★
そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政
相
談
に

関
す
る
こ
と
【
総
合
通
信
相
談
所
】

ん
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引

な
ど
に
よ
り
、
日
本
で
は
使
用
で

き
な
い
海
外
規
格
の
違
法
な
無
線

機
器
（
技
適
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

な
い
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
）
が

(11) 広報おたり　令和元年９月号

容
易
に
入
手

で
き
る
た
め
、
法
令
違
反
の
認
識

が
な
い
ま
ま
使
用
し
、
混
信
妨
害

の
原
因
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
電
波
の

良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、｢

不
法
無
線
局｣

を
な
く
し
、
電
波
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務

省
信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
６
１
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